
2

感か
ん

情じ
ょ
う

・
心し

ん
情じ

ょ
う

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３

性せ
い

格か
く

・
人ひ

と
の
性せ

い
質し

つ
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

39

関か
ん
係け

い
・
付つ

き
合あ

い
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

59

す
る
・
言い

う
・
思お

も
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

79

様よ
う
子す

・
状じ

ょ
う

態た
い

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

131

評ひ
ょ
う

価か

・
程て

い
度ど
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

183

生せ
い

活か
つ

・
社し

ゃ
会か

い
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

201

も
っ
と
覚お
ぼ
え
よ
う
！

　
さ
ま
ざ
ま
な
物も

の
事ご

と
・
事こ

と
柄が

ら
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

229

　
さ
ま
ざ
ま
な
四よ

字じ

熟じ
ゅ
く

語ご

・
カ
タ
カ
ナ
語ご
・
・
・

247

　
さ
ま
ざ
ま
な
教き

ょ
う

訓く
ん

・
た
と
え
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

259

さ
ら
に
覚お
ぼ
え
よ
う
！

　
間ま

違ち
が
え
や
す
い
言こ

と
葉ば

・
同ど

う
音お

ん
異い

義ぎ

語ご
・・
・
・
・
・

279

　
少す

こ
し
難む

ず
か

し
い
言こ

と
葉ば
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

293

さ
く
い
ん
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

305

　
こ
の
本ほ

ん

に
は
、
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
知し

っ
て

お
い
て
ほ
し
い
１
７
０
０
の
言こ

と

葉ば

が

集あ
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
言こ
と

葉ば

は
、
意い

味み

の
つ
な
が

り
や
ま
と
ま
り
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

配は
い

置ち

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例れ
い

文ぶ
ん

や
イ
ラ
ス
ト
で
楽た
の

し
く
学ま
な

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊ゆ
た

か
な
語ご

彙い（
言こ
と

葉ば

の
集あ
つ

ま
り
）を
身み

に

つ
け
る
こ
と
は
、
国こ
く

語ご

力り
ょ
く

ア
ッ
プ
・
表ひ
ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
く

ア
ッ
プ
の
第だ
い

一い
っ

歩ぽ

で
す
。

　

こ
の
本ほ
ん

を
使つ
か

っ
て
、
楽た
の

し
み
な
が
ら
言こ
と

葉ば

を
覚お
ぼ

え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
類る
い

義ぎ

語ご

　
　
似に

た
意い

味み

・
同お
な
じ
意い

味み

の
言こ
と
葉ば

。

　

  

・　
　

  

対た
い
義ぎ

語ご

　
　
反は
ん
対た
い
の
意い

味み

の
言こ
と
葉ば

。

　
　
関か
ん
連れ
ん
語ご

　
　
合あ

わ
せ
て
覚お
ぼ
え
た
い
言こ
と
葉ば

。

　
　
ち
ょ
っ
と
難む
ず
か

し
い
言こ
と
葉ば

　
　
表ひ
ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
く

を
高た
か

め
る
言こ
と

葉ば

類

対

関

☆ 　

関か
ん

係け
い

の
あ
る
言こ

と

葉ば

な
ど
を
次つ

ぎ

の
ア
イ
コ

ン
で
示し

め
し
て
い
ま
す
。

☆ 　

言こ
と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
た
ら
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。

☆ 　

各か
く

章し
ょ
う

の
終お

わ
り
に
問も

ん

題だ
い

が
あ
る
の
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

き ど

ら
く

あ
い

感か

ん

情じ
ょ
う

・
心し

ん

情じ
ょ
う

	

喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

喜よ
ろ
こび
、
怒い

か
り
、
悲か

な
し
み
、
楽た

の
し
み
。

人ひ
と

が
抱い

だ
く
さ
ま
ざ
ま
な
感か

ん
情じ

ょ
う。

私わ
た
し

は
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

が
顔か

お
に
出で

や
す
い
。

1

も
く
じ


